
 

溶液あるいは

樹脂

流出液

蒸留水

　高分子化合物を構成する分子単位を  と呼び，  が次々と結合する反応を

  という。生成する高分子を  と呼び， 分子を構成する繰り返し

単位の数を  という。  が次々と結合する反応には，主に不飽和結合をもつ

 が結合する  と，次々と脱水して結合する  がある。例えば，

ナイロンはアジピン酸とヘキサメチレンジアミンがしたものであり，ポリス

チレンはスチレンが  したものである。ポリスチレン樹脂に  を作用させ

ると，スルホ基をもつ陽イオン交換樹脂が生成する。

　スルホ基を導入した陽イオン交換樹脂を右図に示すようにカ

ラムに詰めた。このカラムの上部から，アミノ酸，分子式

   ，水酸基をもつカルボン酸，分子式    と

二糖類，分子式    の種類の有機化合物を含む混合

水溶液を通した後，流出液中に有機化合物が含まれなくなるま

で蒸留水で水洗した。このときの流出液をとする。続いてこ

のカラムの上部から，希塩酸を流すと，有機化合物を含む流出

液が得られた。

　次に，流出液を陰イオン交換樹脂を詰めたカラムの上部か

ら流した後，流出液中に有機化合物が含まれなくなるまで蒸留

水を流した。このときの流出液をとする。続いてこのカラム

の上部から水酸化ナトリウム水溶液を流すと，有機化合物を含

む流出液が得られた。

　  ～に入れる適切な語句を，次のア～シの中から一つずつ選べ。

　ア　ポリマー　　イ　モノマー　　ウ　縮合重合　　エ　重合度

　オ　付加重合　　カ　重合　　　　キ　開環重合　　ク　濃硫酸

　ケ　架橋　　　　コ　濃塩酸　　　サ　重合速度　　シ　酸化還元

　流出液に含まれる有機化合物の構造式を記せ。なお，この有機化合物は不斉炭

　素原子を一つもっている。

　流出液はフェーリング液を還元しなかったが，この溶液に酵素インベルターゼ

　を加えるとフェーリング液を還元する物質が得られた。流出液に含まれる有機化

　合物の名称を記せ。

　流出液に含まれる有機化合物の名称および構造式を記せ。なお，この有機化合

　物は不斉炭素原子を一つもっている。

　流出液に含まれる有機化合物を検出する方法を字以内で記せ。
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